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あらまし：本稿では，大阪大学において教員，学生を対象に生成 AI の教育利用に関する調査を行った結

果を紹介する．大阪大学の学生，教員ともに半数以上が生成 AI を利用した経験があり，幅広い目的で利

用していること，生成 AI による影響をポジティブなものとして捉えているということなどが分かった．

教員も学生も適切な活用方法を修得することが重要で，コンテンツの整備や研修の展開が必要である． 
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1. はじめに 

2022 年 11 月 30 日に米国 OpenAI 社が ChatGPT を

発表して以来，生成系 AI が話題となり，さまざまな

場面での利用が進むとともに，倫理的・法的・社会

的課題（ELSI）に関する問題も生じてきている（1）．

大学教育においても，どのように対策すべきか，ど

のように活用すべきかが課題となっている．各大学

はさまざまな対応を行っており，大阪大学も 2023 年

4 月 17 日に生成 AI の利用についての学生向けの文

書を発出している（2）． 
大学における生成 AI の利活用の状況についての

学生と教員を対象とした調査では，両者ともに利活

用が拡大するとともに，生成 AI に関する懸念があ

ることも示されている（3）（4）．今後は，より詳細な調

査を進め，生成 AI の教育利用に関する対応を進め

ていく必要がある．それを踏まえ，本稿では，大阪

大学において教員，学生を対象に生成 AI の教育利

用に関する調査を行った結果について紹介し，今後

の対応について検討する． 
 

2. 大阪大学における生成 AI の教育利用に関

する調査の概要 
大阪大学で，2024 年 3 月から 4 月にかけて，生成

AI の教育利用に関するアンケートを学生，教員を対

象に実施した（5）．学生，教員共通の調査項目として，

生成 AI の利用状況，教育・学習における利用状況（5
問），生成 AI による大学での学びへの影響（4 問），

生成 AI の活用への不安（8 問），生成 AI の活用全般

（30 問），メリット（自由記述），課題（自由記述）

をたずねている．教員には，さらに，生成 AI の利用

場面，教育用途における生成 AI の可能性と課題，大

学教育への影響（7 問），教育における具体的な活用

方法（自由記述）についてたずねた． 
本稿では，これらの項目から抜粋して結果を紹介

する．回答者数は学生 206 名（学部生 167 名，大学

院生 39 名），教員 245 名であった． 

3. 分析結果 
3.1 学生対象の調査結果 
学生を対象とした調査の結果，生成 AI を利用し

ている学生が 50.0％，利用したことはあるが現在は

使っていない学生が 13.6%であった．利用頻度を表

1 に示す．1 日に 1 回以上が 15.3%，1 週間に 1 回以

上が 46.7%，有料版の利用は 14.6%であった． 
 

表 1 生成 AI の利用頻度 
 学生 教員 
1 日に何度も 11 (10.5%) 37 (23.3%) 
1 日に 1 回程度 5 ( 4.8%)  6 ( 3.8%) 
1 週間に数回程度 33 (31.4%) 39 (24.5%) 
1 週間に 1 回程度 16 (15.2%) 13 ( 8.2%) 
1 ヶ月に数回程度 20 (19.0%) 38 (23.9%) 
1 ヶ月に 1 回程度 20 (19.0%) 26 (16.4%) 
 
利用目的（複数選択可）は分散しており，割合が

高いものとして，情報検索（50.5%），解決策の発見

（47.6%），翻訳（46.6%），好奇心を満たす（46.6%），

プログラミング（38.8%）となっている．授業やゼミ

のための利用状況については，はい 25.5%，使った

ことはあるが現在は使っていない 10.2%であり，利

用者の半数程度が学習にも活用していた． 
“AI は，人間の教員に（少なくとも部分的には）取

って代わると思いますか？”という質問に対しては，

はいが 45.1%，いいえが 39.8%，わからないが 15.0%
で，はいがやや高い結果となっている．また，“試験

が AI によって採点されることに賛成ですか？”につ

いては，はい 36.4％，どちらともいえない 22.8％，

いいえが 40.8%という結果で，賛否が分かれている

と言える． 
 

3.2 教員対象の調査結果 
教員を対象とした結果については，生成 AI を利

用している教員が 64.1％，利用したことはあるが現
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在は使っていない教員が 9.4%であった．利用頻度は

表 1 に示しており，1 日に何度も利用が 23.3%，1 週

間に数回程度以上が 28.3%と学生より頻度が高く，

有料版の利用は 29.9%であった． 
生成 AI の利用場面として教育 29.3％，研究 63.1％，

その他業務が 65.6％となっており，教育に関する利

用は他に比べてやや低い結果となっている． 
教育利用における生成 AI の可能性として，翻訳

の支援 75.1%，生成 AI と対話することによるインタ

ラクティブな学習 33.1%，学生の理解度に応じた適

応的な学習支援 28.6％，自動採点の支援 26.5%，個

別指導の促進 18.4％があげられている． 
対して，生成 AI の課題として，学生が不適切に利

用することの懸念 75.5％，出力データの信頼性

74.3%，正当な評価の困難への懸念 65.7％，生成 AI
内の学習データの偏り 50.6%，プライバシーへの懸

念 50.2%が高い割合となっていた． 
生成 AI による大学教育への影響についての回答

を表 2 に示す．“生成 AI は，人間の教員に（少なく

とも部分的には）取って代わるだろう”は，そう思う，

まあそう思う，が 37.5%，あまりそう思わない，そ

う思わない 37.9%でほぼ同数であった．“積極的に活

用すべき”や“学びを促進できる”については，ポジテ

ィブな評価は 40％以上で，ネガティブな評価は 20%
以下であり，全体的に生成 AI による影響をポジテ

ィブに捉えていると考えられる． 
 
3.3 生成 AI の教育利用に向けての取り組み 

3.1，3.2 に示した調査の結果から，大阪大学の学

生，教員ともに半数以上が生成 AI を利用した経験

があり，懸念や不安を持ちながらも幅広い目的で利

用していることが分かる．現時点でも教育や学習に

おいて生成 AI を広く利用していることから，今後

は，利用上の留意点を随時踏まえつつ，適切な活用

方法を修得する必要があると考えられる． 
著者らが所属している大阪大学全学教育推進機構

教育学習支援部では「生成 AI 教育ガイド」という

Web サイト（6）を制作し，生成 AI の基本や生成 AI に

関する注意点，授業における生成 AI の活用法につ

いて解説している．また，生成 AI の活用法や留意点

などに関する大学教員向けの FD 研修を実施すると

ともに，大学新入生向けの YouTube チャンネルにお

いて，生成 AI の基本や注意点に関する啓発動画も

公開している．今後は，このような情報発信や利用

方法に関する研修の実施等により，生成 AI の適切

な活用法を示しつつ，その限界やリスクについての

理解を深めるための支援を進める必要がある． 
 
4. まとめ 
 本稿では，大阪大学において教員，学生を対象に

生成 AI の教育利用に関する調査を行った結果につ

いて紹介し，今後の対応について検討した． 
 今後，本調査のより詳細な分析を行うとともに，

他大学と連携した調査の実施や国際比較なども進め

ていく予定にしている． 
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表 2 生成 AI による大学教育への影響 
 そう 

思わない 
あまりそう

思わない 
どちらとも

いえない 
まあ 

そう思う 
 

そう思う 
生成 AI を教育に積極的に活用すべきだ 8.2% 11.4% 36.3% 33.1% 11.0% 
生成 AI の進化は大学教員にとっての脅威だ 23.7% 31.8% 26.5% 13.9% 4.1% 
生成 AI によってこれまでの 
大学教育が大きな影響を受けるだろう 3.7% 9.8% 19.2% 45.7% 21.6% 
生成 AI によって，適切な成績評価が 
困難になるだろう 6.5% 16.3% 37.6% 29.4% 10.2% 
生成 AI は，人間の教員に（少なくとも部分的には）

取って代わるだろう 16.7% 21.2% 24.5% 33.1% 4.5% 
生成 AI の活用によって，大学での業務が 
効率化できる 3.7% 11.8% 22.4% 44.9% 17.1% 
生成 AI の活用によって，学生の学びを促進できる 5.7% 10.6% 43.3% 29.4% 11.0% 
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